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１． 緒 言 

近年、国内の農業では農業従事者の減少が大きな問題と

なっている。原因の一つとして、新規就農者が継続できな

いことも問題となっている[1]。その理由として、農家の多

くは経験によるノウハウで栽培をしている点が挙げられる

[2]。 

耕作地は点在しており農家の人が一ヵ所ずつ土壌の状態

を確認して作業する必要があるため、効率化が困難であっ

た。点在する土壌の状態を遠隔で一括確認ができるシステ

ムを低コストで導入ができれば、作業効率の向上が期待で

きると考えられる。 

本研究の目的は、栽培に重要な土壌内の水分量に着目し、

小型マイコンを利用した遠隔で確認可能な土壌水分量観測

システムを開発することである。種をまくタイミングとし

て土が乾いている時が望ましいため、大雨などの水害が起

きた際に、遠隔で乾き始めた場所を把握し種のまき直しを

することで作業効率の向上に役立てると考えられる。本稿

では、栃木県大田原市の農場で土壌水分量のデータを測定

し、昨年度行った農場で使用されている土の水分量データ

と比較した結果を報告する。 

２． 方 法 

2-1．観測機器 

土壌内の水分量を測定するため、静電容量式センサを使

用した観測機器（ノード）を製作した。ノードは Arduino

マイコンをベースに GPS、LoRa、土壌センサを繋げたもの

である。ノードから得たデータ（出力電圧値、位置情報）

を基地局で受信をし、Google ドライブ上のスプレッドシー

トにノードの位置と出力電圧値を表示させる。また基地局

では気温、気圧、湿度も同時に測定を行う。 

2-2．実験方法 

図 1 は農場におけるノードの設置位置を示す。図 1 より

農場に 3台のノード（青）を中心から縦に 20mごと等間隔

に設置、見通しが良い場所に基地局（オレンジ）を設置し

た。基地局－ノード間距離はそれぞれ 21.1m、38.9m、

55.6mである。本実験は、7月 7 日から 12 日までの 5 日間

30分ごとに測定を 23500mAhのモバイルバッテリから供給

した。出力電圧値が 2.0V～1.4V は乾燥、1.4V～1.1V は多

湿、1.1V～0.5V は冠水と 3 つの土壌の状態で判別すること

ができる。 

３． 結 果 

図 2 はノードの出力電圧値の日ごとの平均値を示す。実

験を行った栃木県大田原市では、7月 7日から 12日までの

5 日間の天気がすべて曇りだったため、晴天による乾燥及

び雨天による湿潤がなく出力電圧値にほとんど変化が見ら

れなかった。図 2よりノード 3台とも出力電圧値が 1.6V～

2.0V の間であり、5 日間の土壌の状態は乾燥していたと判

別できた。 

４． 結 言 

本研究ではまず、Arduino マイコンをベースに土壌水分

量、位置情報の測定が可能なノードを製作しデータの測定

が確認できた。また、23500mAh のバッテリで連続 5 日間

の動作が可能であることがわかった。しかし、今回の 5 日

間では天候の変化を確認できなかったため、測定期間を伸

ばすことが出来れば出力電圧値から土壌の状態を判別する

のに信頼できるデータが得られると考えられる。 

今後は、ノードの測位時間を削減して低消費電力化をさ

せ、より長く測定可能なノードに改良し、11 月に同様の実

験を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ノード設置位置(左)、ノード(右) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 測定結果 
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